
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（9月 28 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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礼拝スケジュール

　最近の礼拝で語られている、「癖をなくす」
こと、私にはとても大変な闘いです。人と比
べる癖、自分で勝手に決める癖、先送りにす
る癖。神様の声だけを聞きたいと祈りながら、
気付けば神様から離れてしまっています。自
分の弱さをひしひしと感じている今日この頃
です。くじけそうになったとき、この御言葉
が浮かびました。ヨハネ 15：9「父がわたし
を愛されたように、わたしもあなたがたを愛
しました。わたしの愛の中にとどまりなさい。」
こんなに弱い私でさえ用いてくださろうとし
ている神様に感謝します。神様と共に癖をな
くし、本当に神様のために働くことができる
人間になりたいです。  

雅歌１章～７章　水4金６

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
　今週は「雅歌」に入ります。この雅歌という
表題は、ヘブル語聖書の「シール・ハッシーリー
ム」に基づくもので「シール（歌の単数形）」「ハッ
シーリーム（冠詞と「歌」の複数形）」を連結
したものなのです。これはヘブル語の慣用的語
法で、比較の最上級を表すのに用いられていま
す。すなわちこの「シール・ハッシーリーム」
とは「歌の中の最も優れた歌」という意味となっ
ています。この雅歌は内容によって５つに分け
られると考えられています。またこの雅歌は神
とイスラエルの関係について書かれたという説
もあります。①1：2-2：7（期待）②2：8-3：5（発
見し、見失いまた発見する）③3：6-5：1（頂点）
④5：2-8：4（見失い、また発見する）⑤8：5-14（宣
言）という内容です。章ごとの区切りにはなっ
ていませんが、これを踏まえて読み進めていき
ましょう。
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「犠牲の上にある人生」
　　　先人の犠牲によって今がある
今日は敬老の日。この時に、皆さんの人生を継承してくれた人
がいるということを感謝をしていきましょう。なぜなら、あな
たの人生に多くの方の犠牲が伴っており、今の私たちがあるの
は様々な苦難を逃げずに闘った人たちがいるからです。中には
その人のためになされた犠牲が分からず逃げてしまう人もいま
すが、今日、私たちの人生は犠牲の上にあること、そして犠牲
には土台がないと道を誤ってしまうことについて考えていきま
しょう。
犠牲には義の字が使われています。これは羊が十字架に裂かれ
るところに我がいるということであり、自らが犯した贖罪に対
して代わりのものが裂かれたゆえに我があるということです。
このことがあるからこそ私たちは正しく生きようとします。あ
なたはどれだけ多くの方の痛みと涙と祈りの中で生活できてい
るか、キリストの歴史を引き継いできた多くの方の犠牲によっ
て私たちに愛が伝えられたことを分かっているでしょうか？そ
のことしっかりと受け止め、私たち自身が次の世代に引き継ぐ
ことができるように、私たちの人生を確認していきましょう。

　　犠牲を知ることは自分を知ること
私たちが教会に来るのは何のためでしょうか？旧約の時代、神
様は「わたしを礼拝する場所をこのようにつくりなさい」と幕
屋を指して言われました。そしてそこで礼拝するために人々は、
まず初めに『感謝しつつ、主の門に（詩 100：4）』入り、次に
甕に張られた水にうつる自らの姿を見つめ、そして自分の罪の
ために自分の命としていけにえを捧げていました。この感謝し
自分の姿を見つめるという行為は、私たちが感謝できないとき
でも自分に与えられている環境がどれだけ感謝なことかを認識
し、自らの姿を見て確認している行為、つまり今私たちが教会
に来てしていることと同じです。私たちは自らを見ることがど
れだけ大切かを知っています。そこに自分の本来の姿を認識す
ることと、自分の癖や衝動にどんなものがあるかを認識するこ
とが大切です。それをしていかないと私たちはすぐに本来の姿
を忘れて道を外してしまいます。本来の姿に戻るためにキリス
トを初めどれだけ多くの人がキリストの愛にたって犠牲を払っ
て今日まで生きてきたのかを知り、あなたの本来の姿を再確認
しましょう。

　　犠牲が理解できないと、繰り返す
自己中心では犠牲は分かりません。そして分からなければ同じ
過ちを繰り返してしまいます。この世に戦争がなくならないの
も各々が自分勝手な歩みをするからであり、戦争がなくならな
いのは「私」のせいなのです。しかし、もし自らが犠牲になる
ことをイエス様の姿から受け取り、自分はどう生きるかを考え
努力するなら、たった一人の人が変わることでこの世が変わる
かもしれません。ですから私たちは先を歩んでいる方々の生き
様を通して、正しい生き方を確認できることに感謝するのです。
多くの人の犠牲によって私たちは生きています。私たちの犠牲、
それは一粒の麦です。そして自分に与えられたすばらしい恵み
のなかの 1割を蒔くことが犠牲です。私たちは悪魔の欲からキ
リストの犠牲により自由を得ました。自分の意志で良いことも
悪いことも自由に決断できるようになりました。もし、あなた
が犠牲を知るならば決して悪いほうは選ばないし、繰り返さな
いように努力するでしょう。

　　あなたに継承されているものを
       無駄にしないために
アダムからキリストへ続く系図があるように、キリストからあ
なたへ続く系図があります。もし、あなたが自分の癖によって
人生を適当に感情的に生きるならば、今までの犠牲が無駄とな
ります。私たちは先代までがどれだけの思いで継承したかを知
り、変わらなければいけません。そのためにはエペ 6：1-4 箴
言 22：6 にあるように、子については、自ら父母に従い敬っ
て寄り添おうとする姿勢が大事です。そして親については、今
は子どもに対して親が見守らずなんでもやってしまう時代にな
り、問題処理能力の欠けた子を作り上げてしまっていますから、
親はただ生き様をみせること、手を出さないで見守ることが大

事です。子が自らで経験し、学べば自然と問題を解決する能力
は身につきます。私たちは行くべき道に従っていくことが大事
ですから、こういった経験を親、おじいちゃんおばあちゃんは
その子から取り上げるのでなく、ことばや態度で教えなければ
いけません。見つめるところからはじめましょう。

　　１両親は神の恵み　あなたの存在意義！！
両親に感謝すると神様に感謝がかえります。なぜなら源は神様
だからです。反対に、もし両親に感謝できないと神様に感謝で
きないということになります。ですから、父母は子どもに対し
正しく生きる責任があります。それが結果、先を歩まれた方々
の責任を負い、生き様を示すことになるのです。これは生きて
いる間には残せないもので、最後の最後まできちんとしないと
後世に伝えることができないものです。神様の摂理に従い、あ
なたに与えられた時間にあなたの生き様をあらわしていきま
しょう。

　　２　自らの尊さを知る　メタ認知
あなたの心の中には「私の人生私の勝手」という思いがないで
しょうか？私たちの人生は多くの尊い生き方、多くの犠牲の上
に継承されているのですから、そのような自分勝手なことはい
えません。このことは最終的にキリストが私のために犠牲にな
られたということですから、そんな自分勝手な思いにはならな
いはずです。かえって、だからこそ私は罪を犯さない、人をさ
げすまない、呪わない、怒らないという決断ができるのではな
いでしょうか。そのために大切なのが「メタ（＝高度な）認知」
です。私たちは自分の癖や弱さ、良さ、尊さなどを高度に認知
する必要があります。それは「自分の弱さや問題点、癖につい
て知り、神様が計画された自分の本来の姿と照らし合わせたと
き、このままでは後世に悪い影響を引き継いでしまうから悪い
部分をこのままにしていてはいけない、変わろう」と認識し決
断することを指します。本当に私たちは信仰においても何事に
おいても感情に流されることなく、よく理解し認識して高度に
引き継いでいかなければいけません。

　　３　神様が見つめたようにあなたも
             見つめていく！　安全地帯。
子どもにとって見つめられること、分かってもらえることが安
全地帯です。ですから先を歩む人々は若い人たちが成功できる
ように見つめていきましょう。そのとき大切なのは手を出さな
いこと。その子が悲しいときは抱きしめてあげて、ただ見つめ
るだけにしましょう。そうすればその子は自然と自らで闘い、
解決しようとする力を養います。私たちが最期を思い残すこと
なく神様の元へ行くには、お金ではなく正しい思いを残してい
く必要があります。その正しい思いが後世の繁栄となるのです。
教会にはそうやって人生を見つめ、力になってくれる家族がた
くさんいます。ぜひ神様に頼り一緒に歩んでいきましょう。

　　

　

私たちのこれから
私たちは神様の犠牲によって、どれほど愛されているのかを知
らなければいけません。そして、私たちが次の世代に神様の計
画、自分が正しくいきることを継承していかなければいけませ
ん。若い父母にはできないことでも年を重ねた人はすることが
できるように、最期までその人の役割はあるのです。あなたは
どれだけ隣人を愛し、この地でキリストを継承することができ
るでしょうか。キリストの犠牲を通して最後の１分をも無駄に
することなく、老い得る中でも正しく生きていきましょう。そ
うすれば、あなたの賜物は飛躍的に用いられ、若い世代は先を
歩む人の姿から学び、闘いはあってもそれを乗り越え、正しい
道を歩むことを決断することができるようになるのです。です
から私たちは、自身のそして隣人の弱さと同じ失敗を繰り返す
悪い癖を、神様によって取り去られるように祈りましょう。そ
して、キリストの香りを放ち十字架に生きることを決断してい
きましょう。
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